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一 般 質 問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

代 表 質 問

「
市
民
に
寄
り
添
う
」予
算
の

�

あ
り
方
と
は

　
ひ
か
り�

青
山
　
憲
司
　
議
員

問　

地
域
福
祉
計
画
に
お
け

る
高
齢
者
施
策
で
健
康
づ
く

り
や
医
療
・
介
護
な
ど
、
こ

れ
ま
で
の
事
業
評
価
と
今
後

の
方
針
は
ど
う
か

答　

す
こ
や
か
市
民
健
診
、

特
定
健
診
な
ど
は
3
年
間
で

15
・
5
％
増
加
し
た
。今
後
も
、

受
診
率
の
向
上
や
要
精
検
者

へ
の
受
診
勧
奨
に
努
め
る
。

問　

敬
老
会
の
補
助
金
廃
止

は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
崩

壊
の
助
長
に
な
る
。
検
討
内

容
は
ど
う
か

答　

特
定
の
目
的
で
は
な
く
、

よ
り
効
果
的
な
目
的
に
対
し

て
活
用
す
べ
き
と
い
う
結
論

に
達
し
た
も
の
だ
。

問　

地
区
が
実
施
す
る
敬
老

会
に
は
、
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
の
方
が
参
加
さ
れ
る
。

補
助
金
廃
止
で
こ
う
し
た
人

が
出
る
機
会
を
奪
う
可
能
性

が
あ
る
。
配
慮
が
必
要
と
考

え
る
が
ど
う
か

答　

そ
の
方
は
、

敬
老
会
の
翌
日
は

ど
う
さ
れ
て
い
る

の
か
。
ま
た
一
人

に
戻
ら
れ
る
。
施

策
の
有
効
性
を
問

い
直
し
、
単
発
の

行
事
か
ら
事
業
へ

と
い
う
こ
と
だ
。

問　

一
人
暮
ら
し

高
齢
者
の
見
守
り

の
必
要
性
と
対
応

体
制
の
考
え
方
は

ど
う
か

答　

平
成
23
年
10

月
か
ら
地
域
住
民
や
新
聞
販

売
店
な
ど
と
高
齢
者
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て

い
る
。

問　

以
前
、
自
然
環
境
や
観

光
な
ど
に
特
化
し
た
高
等
教

育
機
関
の
誘
致
を
提
案
し
た

が
「
大
学
誘
致
や
設
置
は
優

先
課
題
で
は
な
い
」。
ま
た
、

「
高
等
教
育
機
関
の
制
度
化

は
中
教
審
で
議
論
が
進
め
ら

れ
但
馬
技
術
大
学
校
に
期
待

す
る
」
と
の
答
弁
だ
っ
た
。

従
来
の
方
針
か
ら
前
向
き
な

姿
勢
に
変
わ
っ
た
理
由
は

答　

専
門
職
大
学
の
方
針
が

中
教
審
か
ら
出
さ
れ
、
新
し

い
タ
イ
プ
な
ら
可
能
で
は
と

の
考
え
に
よ
る
。ま
た
、今
後
、

但
馬
技
術
大
学
校
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
県
・
工
業
関
係
者

と
議
論
し
、支
援
し
た
い
。

高
齢
者
福
祉
施
策

専
門
職
大
学
の
誘
致

若者回帰がより期待される但馬技術大学校

一
般
質
問

市
政
を
問
う

問　

豊
岡
に
求
め
ら
れ
る
魅

力
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
、
市
民
の
理
解
と
協
力
が

得
ら
れ
る
よ
う
分
か
り
や
す

く
説
明
し
進
め
る
べ
き
だ
が

答　

豊
岡
市
と
し
て
は
、
も

う
こ
れ
が
一
番
だ
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
違

う
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、
議

論
を
重
ね
て
い
く
。
市
民
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
誰
も
が

納
得
で
き
る
結
論
に
た
ど
り

着
け
る
よ
う
に
と
考
え
て
い

る
。

問　

但
馬
の
中
心
で
あ
る
豊

岡
市
が
京
阪
神
に
行
く
必
要

の
な
い
都
市
機
能
を
備
え

た
、
魅
力
的
な
地
方
都
市
の

市
街
地
を
有
す
る
こ
と
が
必

要
不
可
欠
だ
と
考
え
る
。
基

本
構
想
作
成
に
当
た
り
中
心

市
街
地
を
基
本
構
想
の
柱
に

位
置
づ
け
て
は
ど
う
か

答　

指
摘
の
よ
う
に
、
魅
力

的
な
ま
ち
を
つ
く
る
と
い
う

こ
と
が
決
定
的
に
重
要
な
こ

と
で
あ
る
。
仮
に
基
本
構
想

の
中
に
明
確
な
形
で
出
な
い

と
し
て
も
、
そ
の
中
に
あ
る

筋
立
て
を
実
現
す
る
た
め
に

は
こ
れ
は
大
切
な
課
題
と
し

て
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

問　

北
近
畿
自
動
車
道
・
山

陰
近
畿
自
動
車
道
早
期
実
現

促
進
大
会
で
配
布
さ
れ
た
平

成
26
年
7
月
現
在
の
計
画
図

で
示
さ
れ
た
ル
ー
ト
と
平
成

27
年
の
促
進
大
会
で
の
ル
ー

ト
を
比
較
す
る
と
、
計
画

ル
ー
ト
が
広
範
囲
に
示
さ
れ

て
い
る
。
当
初
の
計
画
よ
り

ル
ー
ト
が
北
側
に
広
が
っ
て

い
る
図
面
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
が
行
わ
れ
た
が
、
当
初
の

設
計
図
で
は
不
具
合
が
あ
っ

て
変
更
さ
れ
た
の
か
説
明
を

求
め
る

答　

2
つ
の
自
動
車
道
が
交

わ
る
概
略
ル
ー
ト
も
未
定
。

現
時
点
で
は
国
道
・
県
道
な

ど
ア
ク
セ
ス
道
路
に
関
す
る

具
体
的
な
整
備
計
画
は
な
い

が
、
来
年
度
以
降
、
県
の
方

で
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
と

山
陰
近
畿
自
動
車
道
の
接
続

部
周
辺
の
ル
ー
ト
帯
の
検
討

に
合
わ
せ
、
関
連
調
査
を
実

施
し
、
そ
の
調
査
結
果
を
基

に
対
応
が
検
討
さ
れ
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

市
民
と
寄
り
添
い
、

そ
し
て
対
話
を

木谷　敏勝議員
（かがやき）

ルートが微妙に違ってきています
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ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

問　

予
想
さ
れ
る
周
辺
道
路

の
渋
滞
に
つ
い
て
注
視
し
、

警
察
と
の
連
携
も
含
め
た
対

策
を
講
じ
る
べ
き
だ
が

答　

国
土
交
通
省
が
交
通
量

調
査
を
予
定
し
て
い
る
。

問　

糸
魚
川
大
規
模
火
災
を

検
証
し
、
得
ら
れ
た
教
訓
は

答　

火
災
予

防
の
徹
底
だ
。

強
風
下
で
の

消
火
活
動
で

は
、
市
民
に

よ
る
初
期
消

火
体
制
を
確

立
し
、
火
災

を
拡
大
さ
せ

な
い
。
木
造

密
集
街
区
の

消
防
活
動
計

画
の
策
定
と

訓
練
を
行
い
、

本
市
6
消
防

団
の
相
互
応
援
で
連
携
強
化

を
図
り
た
い
。

問　

予
算
化
さ
れ
た
出
石
分

署
の
水
槽
つ
き
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
は
2
0
0
0
ℓ
か
ら

8
0
0
ℓ
に
水
槽
の
容
量
が

小
型
化
さ
れ
る
が
、
初
期
消

火
の
能
力
は
十
分
か
。
各
分

署
に
配
置
さ
れ
た
指
揮
車
の

小
型
の
バ
ン
は
地
域
の
事
情

に
あ
わ
せ
た
整
備
な
の
か

答　

道
路
事
情
な
ど
を
考
え

小
型
化
す
る
。
現
場
到
着
時

間
の
短
縮
と
、
よ
り
直
近
の

消
防
水
利
か
ら
の
取
水
な
ど

迅
速
な
初
期
消
火
活
動
が
可

能
と
な
る
。
隊
員
の
意
見
な

ど
の
情
報
収
集
を
行
い
整
備

を
行
っ
て
い
く
。

問　

日
高
医
療
セ
ン
タ
ー
の

整
備
計
画
で
は
、
33
年
度
に

は
訪
問
看
護
、
在
宅
リ
ハ
ビ

リ
等
が
行
わ
れ
る
構
想
だ
が
、

本
市
と
豊
岡
病
院
の
連
携
は

ど
う
行
う
の
か

答　

昨
年
か
ら
病
院
組
合
と

協
議
を
行
い
、
日
高
地
区
を

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

モ
デ
ル
地
区
と
し
て
位
置
づ

け
、
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
を

設
置
す
る
予
定
。

問　

整
備
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
ど
う
か

答　

日
高
地
域
以
外
の
地
域

は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
方
向

性
を
定
め
、
2
0
2
5
年
ま

で
に
は
、
各
地
域
の
特
性
に

合
っ
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
た
い
。

問　

高
度
難
聴
者
（
児
）
の

人
工
内
耳
手
術
時
に
は
保
険

適
用
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
の

体
外
機
器
の
購
入
、
修
理
、

及
び
電
池
購
入
は
自
己
負
担

と
な
り
、
多
く
の
経
費
が
必

要
と
な
る
。
他
の
自
治
体
を

確
認
す
る
と
、
助
成
す
る
と

こ
ろ
が
年
々
増
え
て
い
る
。

豊
岡
市
と
し
て
も
助
成
が
必

要
と
思
う
が
ど
う
か

答　

県
下
の
約
三
割
の
市
町

が
体
外
機
器
を
日
常
生
活
用

具
給
付
事
業
の
対
象
と
し
て

い
る
。
今
後
、
前
向
き
に
で

き
る
だ
け
早
く
制
度
の
詳
細

を
詰
め
た
上
で
結
論
を
出
し

た
い
。

問　

国
道
3
1
2
号
線
日
高

町
池
上
交
差
点
で
、
豊
岡
方

面
か
ら
土
居
交
差
点
方
面
へ

右
折
す
る
際
に
、
右
折
レ
ー

ン
が
あ
り
な

が
ら
対
向
の

直
進
車
が
多

く
、
特
に
朝

の
通
勤
ラ
ッ

シ
ュ
時
に
は

な
か
な
か
右

折
で
き
ず
、

頻
繁
に
渋
滞

が
発
生
し
て

い
る
。
信
号

機
を
時
差
式

信
号
機
に
改

良
と
か
、
右

折
可
の
矢
印

信
号
を
設
置
す
れ
ば
、
交
通

の
安
全
と
円
滑
な
通
行
に
つ

な
が
る
と
思
う
が
ど
う
か

答　

池
上
交
差
点
で
、
右
折

す
る
場
合
の
渋
滞
に
つ
い
て

は
、
警
察
も
把
握
し
て
い
る
。

今
の
基
準
で
は
で
き
な
い
が
、

交
差
点
の
改
良
も
含
め
警
察

等
と
十
分
協
議
し
た
い
。

問　

豊
岡
市
立
総
合
体
育
館

及
び
但
馬
地
域
地
場
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
付
近
の
駐
車
場

が
、
イ
ベ
ン
ト
時
に
は
慢
性

的
な
駐
車
場
不
足
に
な
っ
て

い
る
。
解
消
の
た
め
総
合
体

育
館
前
広
場
を
駐
車
場
に
し

て
は
ど
う
か

答　

総
合
体
育
館
や
市
民
会

館
の
行
事
が
重
な
り
、
既
存

の
駐
車
場
だ
け
で
な
く
職
員

駐
車
場
を
利
用
し
て
も
賄
い

き
れ
な
い
場
合
が
あ
る
。
臨

時
的
に
広
場
を
駐
車
場
と
し

て
利
用
で
き
る
か
ど
う
か
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

日
高
・
神
鍋
高
原
I
C

開
通
後
の
渋
滞
対
策

市政を問う

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

市
政
を

前野　文孝議員
（かがやき）

障
害
者
福
祉
の

�

さ
ら
な
る
充
実
を

西田　　真議員
（ひかり）

人工内耳機器（コクレア社ＨＰより引用）

災害に備える消防署員と初期消火で活躍する水槽付消防ポンプ自動車

大
規
模
火
災
へ
の
対
応

地
域
包
括
ケ
ア
の
取
組
み

人
工
内
耳
補
装
具
の
助
成

交
通
安
全
事
故
防
止
対
策

駐
車
場
整
備

体外器 体内器


